職 務 経 歴 書
20XX年XX月XX日現在
氏名　〇〇 〇〇
■職務要約
SaaSを提供するIT企業の事業企画部で◯年間、既存事業の収益改善と新規サービスの立ち上げ検討を担当しています。市場・競合の調査から収支シミュレーション、経営会議向けの投資判断資料作成までを担当し、承認後はKPIの月次モニタリングと関係部門との施策調整も行っています。事業部と経理・営業の数値を突き合わせ、判断材料を一枚に整理することを心がけてきました。
■職務経歴
※掲載内容は架空の記入例です。社名・期間・業務・数値・資格は実際の経験に合わせて書き換えてください。
□20XX年4月〜現在　株式会社〇〇〇〇
事業内容：SaaS・クラウドサービスを展開するIT企業（従業員約◯名、事業企画部◯名体制）
	期間
	業務内容

	20XX年4月
〜
現在
	所属・役職：事業企画
【担当業務】
・新規サービスの市場調査・競合比較と事業計画書の作成（年間◯件）
・中期計画の策定支援、月次でのKPI進捗モニタリングと差異分析
・投資判断資料の作成と経営会議・事業部長への報告、質疑対応
・既存事業の収益構造分析とコスト削減・価格改定施策の立案、実行管理
【実績】
・新規サービスの企画を担当し、顧客◯件への調査と収支計画をもとに事業化提案が承認され、初年度売上◯億円で着地
・収益構造を顧客区分別に可視化し、営業部門と施策を調整して原価率を◯ポイント改善


■活かせる経験・知識・スキル
・事業計画策定（P/L計画、収支シミュレーションの前提設計）
・市場・競合分析（3C、SWOT、市場規模の試算）
・KPI設計と月次モニタリング、差異要因の整理
・Excelでの財務モデル構築、経営層向け提案資料の作成
■資格
・中小企業診断士（20XX年X月登録）
・日商簿記検定2級（20XX年X月取得）
■自己PR
数値の前提を分解して、関係部門が納得できる形に組み直すことが強みです。既存事業の収益悪化を検討した際は、契約単価と解約率を顧客区分ごとに分けて集計し、営業・カスタマーサクセスと前提をすり合わせた上で価格改定案と優先顧客層を提示し、原価率が◯ポイント改善しました。応募先でも、事業部の実態に沿った前提で計画を作り、実行後の振り返りまで伴走したいと考えています
以上
